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対象畜種

搾乳牛ホルスタイン種

協議会構成員

【畜産農家】（有）瑞穂農場
【耕種農家】（有）みどりサポート、岩崎営農組合、

下岩瀬営農組合
【オブザーバー】茨城みどり農業協同組合、茨城みどり
農業協同組合水田対策室、常陸大宮市農林課、常陸大宮
地域農業改良普及センター、県北地方総合事務所（現県
北農林事務所企画調整部門）

供試品種

クサホナミ　1.2ha

①飼料用米の流通、保管、調製に係る実証調査

◆（有）みどりサポートが生産し、収穫した20年産飼
料用籾米を同社が乾燥調製。JA茨城みどりの倉庫に
おいてフレコンバックにて保管。（有）瑞穂農場に運
ばれた玄米を粉砕器により粉砕し、配合飼料等と混合
したものを給与する。

②飼料用米の給与による家畜・畜産物への影響調査
（畜産物の成分分析を含む）

飼料用米生産面積

1.2ha

取組内容

取組の概要
１．米の給与による家畜・畜産物への影響調査
◆飼料用米を乳牛へ給与
給与期間：搾乳牛ホルスタイン種126頭に対し21日間

給与
給与割合：配合飼料の約8.6％（現物当たり4kg／1

頭・1日）の飼料用米を配合。メイズ割合を
調整し飼料用米を配合。

調査頭数：飼料用米給与試験区126頭（１ロッド）と、
従来の配合飼料給与対照区の合乳による比較

調査項目：飼料の嗜好性・乳量

2．飼料用米を利用した畜産物の成分分析
◆飼料用米含有の調査区126頭と対照区1,240頭の各
合乳について期間中生乳の成分分析を実施（１ロッド
約130頭）
調査区のみ調査3日
合乳による調査21日

分析項目：生乳の乳成分の分析（SNF・乳脂肪・タンパ
ク質・乳糖・体細胞数）、配合飼料の成分分析

分析点数：飼料用米給与試験区126頭と従来の配合飼
料給与対照区1,240頭の合乳により比較
飼料米、配合飼料、飼料用米を配合した飼料
の成分分析（水分・タンパク質・脂質・灰
分・繊維・可溶無窒素物・可消化養分総量）

③飼料用米を利用した畜産物の普及活動

◆視察受入や現地研修会等への畜産農家参加への呼びか
けにより、取組を紹介。

取組によってわかったこと

１．調製・保管・流通について、次のことがわかりました。

■播種から収穫まで、コシヒカリなど一般米より遅れての
作業であったため、コンタミの問題はなかった。
■一般米と飼料米の流通途中における万が一の混入を防ぐ
ため、指定倉庫へ保管を行い、流通形態もフレコンバッ
クにより、一般米との差別化を図った。
■長期保管では低温倉庫が望ましいが、一時保管が短期間
だったため、湿度の心配もあったが、常温倉庫での管理
により、保管料経費が抑えられた。
■価格が玄米で30円／kgであったため、テッター等を利
用しての稲わらを確保し、飼料用としての稲わらを流通
に含めることにより、生産農家への収入確保が必要であ
ると思われた。

茨城県 常陸大宮市自給飼料利活用研究会
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■フレコンバック１袋の粉砕に１時間30分かかるため、
今後量が増えたときの対応が心配である。

2．家畜・畜産物への影響について、次のことがわかりました。

■飼料用米の生産量が少ないため、飼料用米配合飼料の給
与慣らし期間の設定や配合割合、給与期間を変更して実
施したため、乳牛や乳成分への影響は特にない結果とな
った。
■乳量については特に差違もなく問題はなかった。
■嗜好性も問題なかった。
■乳脂肪率、乳糖は、飼料米試験区の方が低くなっている
が、無脂固形分率や乳タンパク質等など全体的に見て差
違はない。
■乳汁中のリノール酸含有量では、試験区・対照区とも給
与開始時、中間の2回の調査では変化がなかったが、給
与後は、試験区で0.02ｇ/100ｇの減少が見られた。
■牛乳飲み比べ試験で、試験区の牛乳の方がすっきりして
いるという意見が多かったが、リノール酸の値が低くな
ったことがすっきりした味の意見につながったと考えら
れる。

3．普及活動について、次のことがわかりました。

■改めての普及活動は行いませんでしたが、飼料用米の播
種、田植え、生育状況について、現地にて研修会を実施
しました。研究会の構成員ばかりでなく、耕種農家や畜
産農家に声をかけ、飼料用米生産の取り組みを紹介した
ところ、反響が大きく、他市町村からも視察に見え、非
常に高い関心を得ました。
■生産調整の確実な実施と、飼料高騰の影響を受けている
畜産経営の安定化を図るため、飼料米をはじめとする自
給飼料の安定供給や、くず麦・大豆等の利活用等、多様
で安価な飼料確保を行う必要がある。

4．今後の飼料用米の取組予定などについて

■飼料用米の生産面では、飼料高騰の影響を受けている畜
産農家の経営の安定化を図ることが目的の一つであった
が、輸入飼料の価格が安定したとき、飼料米の流通価格
をどのように設定するかがこの先問題であると思われる。
■飼料用米の種の確保に苦慮したため、確実に確保できるこ
とが規模拡大や生産面積の拡大につながると考えられる。
■平成21年度に於いて、耕種農家が6経営体、畜産農家
が2経営体が飼料米の生産給与を実施することとなっ
た。水田における生産調整実施の影響を受け、生産面積
の拡大が図られているが、低価格での流通であるため、
稲わらの収穫、販売により農家への経営の安定化が必要
である。また、稲わら確保のためのテッターなど機械の
導入が必要と思われる。
■給与試験では、乳量、嗜好性、乳成分についても特に差
違もなく問題はなかったので、配合割合や圧ペン、粉砕
の方法など研究を重ね、地域の飼料米を利用して生産さ
れた農畜産物を安心して消費者に届けられるよう期待し
ている。

茨城県常陸大宮市経済建設部農林課
農業畜産振興Ｇ　山崎　泰光
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